
１． 概要
地域包括ケアシステムを構築する中で，薬剤師・薬局が卵たすべき役割を卾য়し，
さらなる連携の推進を目指すため，市町村や看護関係者等との連携会議を実施。

※第1回（9月） 薬剤師が抱える現在の課題と他職種連携の課題抽出
第2回（11月）今後の取組みの検討（薬剤師に匇けた取組み，市ড়ཟ発，薬薬連携）
第3回（1月） 取組み叔捵進⎃厗卻，卙ফ২に匇けた取組みの拪৶

【★構成員★】柏市薬剤師会５名 ，病院薬剤師３名 ，訪問看護ステーション３名
地域包括支援センター１名 ， 柏市２名

資料９

2．連携会議の成果
(1) 現状と課題の把握
・市ড়や他職種に薬剤師の専門性，役割について厝ী卉掟さोていない。
・地域の薬剤師が在挭挨探に取り組िことに対してಖ卡な負担感がある，
在挭挨探に取組िでनのようにしたらよいか৬な্১がॎからない。

・病院薬剤師と薬局薬剤師との৬な連携が勘厝ীである。
・病院薬剤師が在挭ে活のॖওージが匛てていない。
・他職種との連携が勘厝ীであること。

地域に根ざした薬剤師･薬局･養成事業（報告）
（収挺勿地域挨探捈護匫়卾৳匼সহ業）
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(2) ০のੌाのତ৶
⋇୧ୢのৰ地ଢ଼ఊ
在挭挨探に対応している薬剤師が，未経験の薬剤師や病院薬剤師と ষ
訪問し，在挭挨探の現ৃを実ᄷに学व機会を单る。

②ＩＣＴを活用した薬薬連携の促進
َ薬剤師会のお部厡ُを活৷した在挭挨探に関する午匔の厗卻，病院薬
剤部との連携推進を図る⇒病院薬剤部のICT登録増加

③他職種との連携強化
訪問看護師やケアマネジャー等の他職種との研修の機会や連携会議の継続
により，さらに連携を深めていく。

【訪問看護師】
薬剤師の思いや実態を知り，
お互いにするべきこと，協
ৡし়うことのওজॵॺを
卉掟できた。挨師ҩ薬剤師ҩ
看護師のチームでの連携は
必須であり，他職種も薬に
ついて気をつけること，工
夫点等を学べると，いい形
での支援につながると思う。

【地域包括支援ｾﾝﾀｰ】
より深く薬剤師について知
ることができ，薬剤師が感
じている多職種連携の課題
を知る機会になった。
他職種の成功したスキルや
ノウハウを活かし，患者は
もとより他職種への助言者
としての役割の発揮を期待
したい。

【病院薬剤師】
他職種が何を必要としてい
るのかを৶卆することが地
域連携に必要な視点である
ことが৶卆できた。薬薬連
携を深めていくことだけで
なく，在挭挨探における他
職種の業務や動きについて
も৶卆を深める必要がある
と感じた。

★★★ 連携会議の参加者の感想 ★★★
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